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元気よくエイサーを披露した浦添市の皆さん�

華麗な舞いを披露した南須釜の念仏踊り�

　
沖
縄
県
浦
添
市
少
年
の
船
の
一
行
が
７
月
25
日
、
本
村
を

訪
れ
、
小
学
生
た
ち
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。�

　
少
年
の
船
の
一
行
は
、
西
原
広
美
教
育
長
を
団
長
に
、
小

学
５
、
６
年
生
を
中
心
と
し
た
総
勢
１
１
１
名
。�

　
は
じ
め
に
文
化
体
育
館
で
歓
迎
式
、
交
歓
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
交
歓
会
で
は
、
須
釜
小
学
校
６
年
の
石
森
朱
莉
さ
ん

が
「
今
日
一
日
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
歓
迎
の
こ
と
ば
を
送
り
、
続
い
て
少
年
の
船
を
代
表
し
て
、

前
田
小
学
校
６
年
の
狩
野
叶
子
さ
ん
が
「
仲
を
深
め
楽
し
く

過
ご
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
こ
の
後
、
お
互
い
に
伝
統
芸

能
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。
本
村
か
ら
は
南
須
釜
の
念
仏
踊

り
、
空
手
の
演
武
、
少
年
の
船
の
一
行
は
エ
イ
サ
ー
を
元
気

よ
く
披
露
し
ま
し
た
。�

　
続
く
昼
食
会
で
は
、
参

加
者
が
一
緒
に
食
事
を
楽

し
み
ま
し
た
。�

　
午
後
か
ら
は
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
て
交
流
を
深
め

る
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

お
互
い
に
友
情
交
歓
カ
ー

ド
を
交
換
し
た
あ
と
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
、
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ

ー
な
ど
に
汗
を
流
し
、
短

い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た

が
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。�

�

サッカーで交流を深める参加者� ソフトボール交流会。石森村長も主審として参加しました�

広報たまかわ　平成19年8月�
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・時間の経過で低下する救命のチャンス�

・応急手当が救命のチャンスを高める�

〔心臓と呼吸が止まってからの時間経過〕�

居合わせた人が救命処置をした場合�

救急車が来るまで何もしなかった場合�

〔
命
が
助
か
る
可
能
性
〕�

3

　
今
の
時
期
、
山
や
海
、
キ

ャ
ン
プ
や
釣
り
な
ど
、
ア
ウ

ト
ド
ア
レ
ジ
ャ
ー
が
最
盛
期

で
す
。
大
い
に
楽
し
み
ま
し

ょ
う
。�

　
た
だ
、
こ
の
時
期
は
気
象

状
態
が
不
安
定
で
、
雷
が
発

生
し
や
す
い
季
節
で
す
。
ゴ

ル
フ
や
登
山
な
ど
で
雷
に
よ

る
感
電
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
が

よ
く
報
道
さ
れ
ま
す
。�

　
ピ
カ
ッ
と
光
っ
て
か
ら
ゴ

ロ
ゴ
ロ
と
聞
こ
え
る
ま
で
の

時
間
で
、
ま
だ
遠
い
な
ど
と

の
判
断
は
危
険
で
す
。�

　
雷
鳴
が
聞
こ
え
た
ら
、
い

ち
早
く
安
全
な
場
所
に
避
難

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。�

�

落
雷
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

落
雷
に
注
意
し
ま
し
ょ
う�
落
雷
に
注
意
し
ま
し
ょ
う�

 命を救うのは「あなた」です�
　救急車が現場に到着するまで全国平均で約６分かか

ります。右の図のように、心臓と呼吸が止まってから

６分、このわずかな時間に応急手当をしないと、命が

助かる可能性は１５％になってしまいます。救急車が

到着するまで、ただ手をこまねいて見ているのではなく、

現場に居合わせた人が応急手当をすることで、失われ

ようとしている命を救える可能性が高くなるのです。「早

い１１９番通報」→「早い応急手当」→「早い救急処置」

→「早い救命医療」、この４つの要素をつなげること

が「救命のリレー」です。まずは「あなた」が「早い

１１９番通報」をして、「早い応急手当」をすることで、

この大切な救命のリレーをスタートさせてください。�

�

 心肺蘇生法が新しくなりました�
　応急手当講習会で皆さんにお伝えしてきた心肺蘇生法が、より簡単に、より効果的になりました。また、最

近は役所や学校などの公共施設を中心にＡＥＤ（自動体外式除細動器）が急速に設置されています。急な心肺

停止の場合、ＡＥＤが必要な場合が多く、ＡＥＤは、自動で心臓の動きを読み取り、電気ショックを与える機

械で、操作は音声案内により誰でも簡単に使用することができます。�

　たくさんの人が「救命のリレー」の大切さを学び、一人でも多くの命が助かるよう、消防署では心肺蘇生法

とＡＥＤの講習会を随時受け付けています。�

　問い合わせ　須賀川消防署救急係　　０２４８-７６-３１９７�

�

 救急車の正しい利用を�
　最近、救急車の出動が非常に増えています。その中には緊急性の低

いものが多く、そのため、本当に緊急の処置を必要とする人が発生し

た時に救急車が足りなくなるケースが増えており、全国的な問題とな

っています。�

　救急車は誰でも利用できますが、緊急に治療を受けなければならな

い人が対象です。皆さんの良識ある利用をお願いします。�
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広報たまかわ　平成19年6月�

村
政
懇
談
会
が
ス
タ
ー
ト�

　
今
年
度
第
一
回
目
の
村
政
懇
談
会
が
、

６
月
28
日
に
四
辻
新
田
区
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
村
政
懇
談
会
は
、
村
長
が
各

地
区
に
出
向
き
、
直
接
村
民
と
対
話
を

し
な
が
ら
、
出
さ
れ
た
意
見
等
に
つ
い

て
村
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、

２
カ
月
に
一
度
、
各
行
政
区
で
開
催
す

る
予
定
で
す
。�

　
四
辻
新
田
区
で
は
、
石
井
義
幸
区
長

な
ど
12
名
が
出
席
し
、
今
年
の
３
月
に

閉
校
し
た
四
辻
分
校
校
舎
の
有
効
利
用

に
つ
い
て
な
ど
、
活
発
な
意
見
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。�

活発な意見が交わされた懇談会�

１年ぶりの再会に盛り上がる�

　平成19年度の東京玉川会総会が７月８日、東京都
文京区の茗渓会館で開催されました。�
　総会には、会員や村からの関係者など多数が出席し、
事業計画などについて話し合いました。総会終了後に
は、お待ちかねの懇親会が開かれ、酒を酌み交わしな
がら、昔話に花を咲かせたりと、１年ぶりの再会に大
いに盛り上がりました。また、毎年恒例となったお楽
しみ抽選会も行われました。�

盛大に開催された東京玉川会総会の出席者�

県
南
地
区
空
手
道
大
会
開
催�

盛大に東京玉川会総会開催�

ぼくたちが放送しました�

　玉川村青少年育成村民会議では、毎年、夏休み期間
中の朝に防災行政無線で、規則正しい生活を呼びかけ
る夏休みコールを放送しています。�
　今年、この放送を担当してくれたのは、玉川第一小
学校の６年生、鈴木翼君と永瀬樹里さんです。�
　期間中、毎朝２人のさわやかな呼びかけが各家庭に
届きました。�

夏休みコールで鈴木君と永瀬さん�

　
第
８
回
の
県
南
地
区
空
手
道
大
会
が
７

月
16
日
に
文
化
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

【
組
手
】
▼
幼
年
◇
１
位:

吉
村
佑
華
◇

２
位:

増
子
夏
穂
▼
低
学
年
女
子
◇
１
位:

吉
村
綾
香
▼
中
学
年
女
子
◇
１
位:

水
野

谷
葵
▼
高
学
年
男
子
◇
３
位:

矢
吹
友
聖

▼
高
学
年
女
子
◇
３
位:

酒
井
佑
果
▼
中

学
女
子
◇
１
位:

酒
井
毬
衣
▼
一
般
男
子

◇
１
位:

大
越
和
彦
【
型
】
▼
中
学
上
級

◇
１
位:

酒
井
毬
衣
▼
一
般
男
子
上
級
◇

１
位:

大
越
和
彦
【
棒
術
】
◇
１
位:

酒

井
毬
衣
◇
２
位:

増
子
サ
ヤ
カ
◇
３
位:

大
越
和
彦�

日頃の練習の成果を発揮し入賞を果たした皆さん�

今年の放送を担当した永瀬さん（左）と鈴木君（右）�

5

10
パ
ー
セ
ン
ト
お
得
で
す�

商
工
会
で
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
販
売�

　
玉
川
村
商
工
会
で
は
、
10
％
の
プ
レ
ミ

ア
が
つ
い
た
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
販
売

し
ま
し
た
。
こ
の
商
品
券
は
、
千
円
の
商

品
券
11
枚
セ
ッ
ト
を
１
万
円
で
販
売
す

る
も
の
で
、
村
内
の
各
加
盟
店
で
使
用
で

き
ま
す
。�

　
７
月
19
日
に
は
、
販
売
を
記
念
し
て

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
な
お
、
こ
の
商
品
券
は
数
量
限
定
と
な

っ
て
い
ま
す
。�

　
問
い
合
わ
せ
は
、
玉
川
村
商
工
会
（
　

57
―

２
２
５
０
）
ま
で
。�

�

販売を記念してテープカットする関係者�

ドライバーに交通安全を呼びかけ�

　玉川村交通対策協議会では、７月22日に交通安全
テント村作戦を行い、ドライバーに交通安全を呼びか
けました。�
　当日は、同協議会長の石森春男村長をはじめ、交通
安全協会、交通安全母の会の会員など約30名が参加。
役場近くの国道１１８号線の交差点で、チラシやさる
なしドリンクなどを配りながら、「安全運転をお願い
します」と呼びかけました。�

ドライバーに交通安全を呼びかける参加者�

村
の
振
興
に
と
２
０
０
万
円�

前
村
長
の
車
田
次
夫
さ
ん
が
寄
付�

交通安全テント村作戦�

川辺、南須釜がそれぞれ優勝�

　第36回の玉川村少年球技大会が、７月28日に開
催され、ソフトボールに８チーム、ミニバスケットボ
ールに７チームが出場し、熱戦を繰り広げました。結
果は次のとおりです。�
( 優勝チームは12ページに紹介しました )�
ソフトボール　�
優勝：川辺　２位：南須釜　３位：竜崎、小高�
ミニバスケットボール�
優勝：南須釜　２位：川辺　３位：小高、中�

玉川村少年球技大会�

　
前
村
長
の
車
田
次
夫
さ
ん
が
、
７
月

25
日
、
福
祉
事
業
と
人
づ
く
り
事
業
に

そ
れ
ぞ
れ
１
０
０
万
円
、
計
２
０
０
万
円

を
寄
付
し
ま
し
た
。�

　
車
田
さ
ん
は
、「
村
の
振
興
の
た
め
に

役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
石
森
春
男
村
長

に
手
渡
し
ま
し
た
。�

　
石
森
村
長
は
、「
寄
付
の
趣
旨
に
沿
っ

て
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

と
お
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。�

石森村長に寄付金を手渡す車田前村長（右）�

元気いっぱいプレーする選手たち（ミニバスケットボール）�
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村
政
懇
談
会
が
ス
タ
ー
ト�

　
今
年
度
第
一
回
目
の
村
政
懇
談
会
が
、

６
月
28
日
に
四
辻
新
田
区
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
村
政
懇
談
会
は
、
村
長
が
各

地
区
に
出
向
き
、
直
接
村
民
と
対
話
を

し
な
が
ら
、
出
さ
れ
た
意
見
等
に
つ
い

て
村
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、

２
カ
月
に
一
度
、
各
行
政
区
で
開
催
す

る
予
定
で
す
。�

　
四
辻
新
田
区
で
は
、
石
井
義
幸
区
長

な
ど
12
名
が
出
席
し
、
今
年
の
３
月
に

閉
校
し
た
四
辻
分
校
校
舎
の
有
効
利
用

に
つ
い
て
な
ど
、
活
発
な
意
見
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。�

活発な意見が交わされた懇談会�

１年ぶりの再会に盛り上がる�

　平成19年度の東京玉川会総会が７月８日、東京都
文京区の茗渓会館で開催されました。�
　総会には、会員や村からの関係者など多数が出席し、
事業計画などについて話し合いました。総会終了後に
は、お待ちかねの懇親会が開かれ、酒を酌み交わしな
がら、昔話に花を咲かせたりと、１年ぶりの再会に大
いに盛り上がりました。また、毎年恒例となったお楽
しみ抽選会も行われました。�

盛大に開催された東京玉川会総会の出席者�

県
南
地
区
空
手
道
大
会
開
催�

盛大に東京玉川会総会開催�

ぼくたちが放送しました�
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夏休みコールで鈴木君と永瀬さん�

　
第
８
回
の
県
南
地
区
空
手
道
大
会
が
７

月
16
日
に
文
化
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

【
組
手
】
▼
幼
年
◇
１
位:

吉
村
佑
華
◇

２
位:

増
子
夏
穂
▼
低
学
年
女
子
◇
１
位:

吉
村
綾
香
▼
中
学
年
女
子
◇
１
位:

水
野

谷
葵
▼
高
学
年
男
子
◇
３
位:

矢
吹
友
聖

▼
高
学
年
女
子
◇
３
位:

酒
井
佑
果
▼
中

学
女
子
◇
１
位:

酒
井
毬
衣
▼
一
般
男
子

◇
１
位:

大
越
和
彦
【
型
】
▼
中
学
上
級

◇
１
位:

酒
井
毬
衣
▼
一
般
男
子
上
級
◇

１
位:

大
越
和
彦
【
棒
術
】
◇
１
位:

酒

井
毬
衣
◇
２
位:

増
子
サ
ヤ
カ
◇
３
位:

大
越
和
彦�

日頃の練習の成果を発揮し入賞を果たした皆さん�

今年の放送を担当した永瀬さん（左）と鈴木君（右）�
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10
パ
ー
セ
ン
ト
お
得
で
す�

商
工
会
で
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
販
売�
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は
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％
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レ
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プ
レ
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販
売
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ま
し
た
。
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は
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千
円
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商

品
券
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ッ
ト
を
１
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販
売
す
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も
の
で
、
村
内
の
各
加
盟
店
で
使
用
で

き
ま
す
。�

　
７
月
19
日
に
は
、
販
売
を
記
念
し
て

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
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お
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の
商
品
券
は
数
量
限
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っ
て
い
ま
す
。�

　
問
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合
わ
せ
は
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玉
川
村
商
工
会
（
　

57
―

２
２
５
０
）
ま
で
。�

�

販売を記念してテープカットする関係者�

ドライバーに交通安全を呼びかけ�

　玉川村交通対策協議会では、７月22日に交通安全
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０
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述
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総　務　課�

　　　　５７－４６２１�

住民税務課�

　　　　５７－４６２２�

　　　　５７－４６２４�

健康福祉課�

　　　　５７－４６２３�

保健センター�

　　　　３７－１０２４�

会　計　室�

　　　　５７－４６２５�

地域整備課�

　　　　５７－４６２６�

　　　　５７－４６３１�

企画産業課�

　　　　５７－４６２７�

　　　　５７－４６２９�

農業委員会�

　　　　５７－４６２８�

議会事務局�

　　　　５７－４６３０�

教育委員会�

　　　　５７－４６３３�

公　民　館�

（文化体育館）�

　　　　５７－４６３２�

須 釜 支 所�

　　　　５７－２０６１�

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ�

台
風
に
よ
る
災
害
に
注

意
し
ま
し
ょ
う�

�

　
今
年
も
台
風
の
シ
ー
ズ
ン
が
や

っ
て
き
ま
し
た
。�

　
台
風
の
災
害
に
は
、
暴
風
に
よ

る
歩
行
者
の
転
倒
や
家
屋
の
損
壊

な
ど
の
ほ
か
、
大
雨
に
よ
る
河
川

の
氾
濫
、
土
砂
崩
れ
、
家
屋
へ
の

浸
水
及
び
道
路
の
冠
水
な
ど
が
あ

り
ま
す
。�

　
台
風
の
被
害
を
少
し
で
も
減
ら

す
た
め
、
日
頃
か
ら
次
の
こ
と
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
日
頃
か
ら
災
害
に
備
え
ま
し
ょ

う�　
◇
避
難
場
所
と
避
難
経
路
の
確

認
を
し
て
お
く�

　
◇
非
常
持
ち
出
し
用
荷
物
の
点

検
を
し
て
お
く�

　
◇
地
域
の
防
災
訓
練
や
講
習
会

に
は
積
極
的
に
参
加
す
る�

▼
気
象
情
報
を
入
手
で
き
る
よ
う

に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う�

　
◇
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
に
よ

り
、
最
新
の
天
気
予
報
を
チ

ェ
ッ
ク
し
て
お
く�

▼
危
険
を
感
じ
た
ら
速
や
か
に
避

難
し
ま
し
ょ
う�

　
◇
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
に
従

っ
て
速
や
か
に
避
難
す
る�

　
◇
避
難
に
あ
た
っ
て
は
、
大
雨

が
降
っ
て
い
た
り
、
浸
水
し

て
い
る
場
合
も
あ
る
の
で
、

慎
重
に
行
動
す
る�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
役
場
総
務
課�

　
　
　
57
―

４
６
２
１�

　
石
川
警
察
署�

　
　
　
26
―

２
１
９
１�

���

電
気
式
生
ご
み
処
理
機

を
購
入
さ
れ
る
方
へ�

�

　
村
で
は
、
家
庭
内
で
の
生
ご
み

の
減
量
化
を
図
る
た
め
、
こ
れ
か

ら
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
を
設
置

さ
れ
る
方
に
補
助
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。�

▼
対
象
者�

　
村
内
に
お
住
ま
い
で
、
生
ご
み

を
５
分
の
１
以
下
に
減
量
で
き
る

処
理
機
を
設
置
す
る
方
。�

▼
補
助
金
額�

　
設
置
費
用
の
２
分
の
１
。
た
だ

し
最
高
限
度
額
は
１
５，
０
０
０

円
で
す
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
役
場
住
民
税
務
課�

　
　
57
―

４
６
２
４�

���

特
別
弔
慰
金
の
請
求
は

お
済
み
で
す
か�

�

　
特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限
は
、

平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

こ
の
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
法
律

の
規
定
に
よ
り
、
特
別
弔
慰
金
を

受
け
る
権
利
が
消
滅
し
ま
す
。�

▼
対
象
者�

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

族
で
、
平
成
17
年
４
月
１
日
に
お

い
て
、
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金

等
を
受
け
る
方
が
い
な
い
場
合
に
、

次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺

族
お
一
人
に
特
別
弔
慰
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。�

　
１．

弔
慰
金
の
受
給
者�

　
２．

戦
没
者
等
の
子�

　
３．
　
父
母
　
孫
　
祖
父
母
　

兄
弟
姉
妹
（
戦
没
者
等
と
生

計
関
係
を
有
し
て
い
な
か
っ

た
方
等
は
除
き
ま
す
）�

　
４．

前
記
３
以
外
の
　
父
母
　

孫
　
祖
父
母
　
兄
弟
姉
妹�

　
５．

前
記
１
か
ら
４
以
外
の
３

親
等
内
の
親
族
（
戦
没
者
等

の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１

年
以
上
生
計
関
係
を
有
し
て

い
た
方
に
限
り
ま
す
）�

▼
給
付
内
容�

　
額
面
40
万
円
、
10
年
償
還
の
記

名
国
債�

▼
請
求
窓
口
・
問
い
合
わ
せ�

　
役
場
健
康
福
祉
課�

　
　
57
―

４
６
２
３�

��

～浦添市少年の船交流から～�

健康注意報�

～  元気な心・疲れた心元気な心・疲れた心  ～�～  元気な心・疲れた心  ～�

　もし、うつ病と言われても大丈夫です。うつ病は、適切に治療をすればよくなる病気です。治療の基本は、
休養と薬とカウンセリング。まず、きちんと抗うつ剤を服用し、何も考えずに１～２カ月間は休む気持ちが大
事。薬の効果を感じはじめるまでには、早い人でも２～３週間の期間が必要です。薬を処方どおりに服用しな
かったり、早く治したいと焦りすぎて無理をすれば、それだけ病気がこじれ、長期化するだけでなく、再発も
しやすくなります。うつ病は、どこかで無理をしてきた自分を見直し、本当の自分らしさを見つけるための保
養所のようなもの。明日のためではなく、「いま」を楽しめる自分を育てる時間です。土の中でたっぷりと眠っ
て種が芽を出すように、自分らしさの芽が出るまで、ゆっくり過ごすほど、再発せずに完治します。�
�

自死遺児支援シンポジウム 遺された子どもの声を聞く�
　「れんげのつどい」では、自死遺族がお互いの気持ちを分かち合い、励ましあいながら支えあっています。
しかし、同じ遺族でありながら、子どもたちは気持ちを語ることも悲しみを受け止めてもらえる場所も少ない
ことを鑑み、社会に自死遺児の存在と遺児ケアの必要性を理解してもらうために、自死遺児支援のシンポジウ
ムを次のとおり開催することとなりました。�
�
■開催日時：９月２９日（土）　午後１時３０分～４時�
■会　　場：福島市　子どもの夢を育む施設「こむこむ」わいわいホール�
■内　　容：講演会「自死遺児との出会い」　講師：清水康之氏（元ＮＨＫディレクター）�
　　　　　　参加料：無料　主催：福島自死遺族ケアを考える会　共催：福島県�

こころの健康相談は、お気軽に保健所や保健センターへご相談ください。�
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を
し
て
お
く�

　
◇
非
常
持
ち
出
し
用
荷
物
の
点

検
を
し
て
お
く�

　
◇
地
域
の
防
災
訓
練
や
講
習
会

に
は
積
極
的
に
参
加
す
る�

▼
気
象
情
報
を
入
手
で
き
る
よ
う

に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う�

　
◇
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
に
よ

り
、
最
新
の
天
気
予
報
を
チ

ェ
ッ
ク
し
て
お
く�

▼
危
険
を
感
じ
た
ら
速
や
か
に
避

難
し
ま
し
ょ
う�

　
◇
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
に
従

っ
て
速
や
か
に
避
難
す
る�

　
◇
避
難
に
あ
た
っ
て
は
、
大
雨

が
降
っ
て
い
た
り
、
浸
水
し

て
い
る
場
合
も
あ
る
の
で
、

慎
重
に
行
動
す
る�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
役
場
総
務
課�

　
　
　
57
―

４
６
２
１�

　
石
川
警
察
署�

　
　
　
26
―

２
１
９
１�

���

電
気
式
生
ご
み
処
理
機

を
購
入
さ
れ
る
方
へ�

�

　
村
で
は
、
家
庭
内
で
の
生
ご
み

の
減
量
化
を
図
る
た
め
、
こ
れ
か

ら
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
を
設
置

さ
れ
る
方
に
補
助
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。�

▼
対
象
者�

　
村
内
に
お
住
ま
い
で
、
生
ご
み

を
５
分
の
１
以
下
に
減
量
で
き
る

処
理
機
を
設
置
す
る
方
。�

▼
補
助
金
額�

　
設
置
費
用
の
２
分
の
１
。
た
だ

し
最
高
限
度
額
は
１
５，
０
０
０

円
で
す
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
役
場
住
民
税
務
課�

　
　
57
―

４
６
２
４�

���

特
別
弔
慰
金
の
請
求
は

お
済
み
で
す
か�

�

　
特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限
は
、

平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

こ
の
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
法
律

の
規
定
に
よ
り
、
特
別
弔
慰
金
を

受
け
る
権
利
が
消
滅
し
ま
す
。�

▼
対
象
者�

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

族
で
、
平
成
17
年
４
月
１
日
に
お

い
て
、
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金

等
を
受
け
る
方
が
い
な
い
場
合
に
、

次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺

族
お
一
人
に
特
別
弔
慰
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。�

　
１．

弔
慰
金
の
受
給
者�

　
２．

戦
没
者
等
の
子�

　
３．
　
父
母
　
孫
　
祖
父
母
　

兄
弟
姉
妹
（
戦
没
者
等
と
生

計
関
係
を
有
し
て
い
な
か
っ

た
方
等
は
除
き
ま
す
）�

　
４．

前
記
３
以
外
の
　
父
母
　

孫
　
祖
父
母
　
兄
弟
姉
妹�

　
５．

前
記
１
か
ら
４
以
外
の
３

親
等
内
の
親
族
（
戦
没
者
等

の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１

年
以
上
生
計
関
係
を
有
し
て

い
た
方
に
限
り
ま
す
）�

▼
給
付
内
容�

　
額
面
40
万
円
、
10
年
償
還
の
記

名
国
債�

▼
請
求
窓
口
・
問
い
合
わ
せ�

　
役
場
健
康
福
祉
課�

　
　
57
―

４
６
２
３�

��

～浦添市少年の船交流から～�

健康注意報�

～  元気な心・疲れた心元気な心・疲れた心  ～�～  元気な心・疲れた心  ～�

　もし、うつ病と言われても大丈夫です。うつ病は、適切に治療をすればよくなる病気です。治療の基本は、
休養と薬とカウンセリング。まず、きちんと抗うつ剤を服用し、何も考えずに１～２カ月間は休む気持ちが大
事。薬の効果を感じはじめるまでには、早い人でも２～３週間の期間が必要です。薬を処方どおりに服用しな
かったり、早く治したいと焦りすぎて無理をすれば、それだけ病気がこじれ、長期化するだけでなく、再発も
しやすくなります。うつ病は、どこかで無理をしてきた自分を見直し、本当の自分らしさを見つけるための保
養所のようなもの。明日のためではなく、「いま」を楽しめる自分を育てる時間です。土の中でたっぷりと眠っ
て種が芽を出すように、自分らしさの芽が出るまで、ゆっくり過ごすほど、再発せずに完治します。�
�

自死遺児支援シンポジウム 遺された子どもの声を聞く�
　「れんげのつどい」では、自死遺族がお互いの気持ちを分かち合い、励ましあいながら支えあっています。
しかし、同じ遺族でありながら、子どもたちは気持ちを語ることも悲しみを受け止めてもらえる場所も少ない
ことを鑑み、社会に自死遺児の存在と遺児ケアの必要性を理解してもらうために、自死遺児支援のシンポジウ
ムを次のとおり開催することとなりました。�
�
■開催日時：９月２９日（土）　午後１時３０分～４時�
■会　　場：福島市　子どもの夢を育む施設「こむこむ」わいわいホール�
■内　　容：講演会「自死遺児との出会い」　講師：清水康之氏（元ＮＨＫディレクター）�
　　　　　　参加料：無料　主催：福島自死遺族ケアを考える会　共催：福島県�

こころの健康相談は、お気軽に保健所や保健センターへご相談ください。�
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自
衛
官
募
集�

�

　
つ
ぎ
に
よ
り
自
衛
官
を
募
集
し

ま
す
。�

▼
募
集
職
種�

　
◇
防
衛
大
学
校
生�

　
◇
防
衛
医
科
大
学
校
生�

　
◇
看
護
学
生�

▼
申
込
受
付
期
間�

　
９
月
７
日
〜
28
日�

▼
試
験
日
、
試
験
場
所
な
ど
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部�

　
白
河
地
域
事
務
所�

　
　
０
２
４
８
―

24
―

０
３
７
２�

���

テ
ク
ノ
カ
レ
ッ
ジ
学
生
募
集�

�

　
福
島
県
立
高
等
技
術
専
門
校
（
テ

ク
ノ
カ
レ
ッ
ジ
）
で
は
平
成
20
年

度
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。�

　
高
等
技
術
専
門
校
は
、
職
業
能

力
開
発
促
進
法
に
基
づ
き
、
福
島

県
が
設
置
し
て
い
る
公
共
の
職
業

能
力
開
発
校
で
す
。�

▼
入
学
試
験
受
験
資
格�

　
高
等
学
校
卒
業
者
（
卒
業
見
込

含
む
）
及
び
こ
れ
と
同
等
以
上
の

学
力
を
有
す
る
方�

▼
出
願
期
間�

　
◇
推
薦
入
学
試
験�

　
　
10
月
１
日
〜
10
日�

　
◇
一
般
入
学
試
験�

　
　
10
月
29
日
〜
11
月
12
日�

▼
募
集
校
・
科
目�

○
テ
ク
ノ
カ
レ
ッ
ジ
郡
山�

　
　
０
２
４
―

９
４
４
―

１
６
６
３�

　http
://w
w
w
.tck.ac.jp

�

　
◇
募
集
科
目�

　
　
・
機
械
制
御
シ
ス
テ
ム
科�

　
　
・
電
気
制
御
シ
ス
テ
ム
科�

　
　
・
情
報
制
御
シ
ス
テ
ム
科�

　
　
・
建
築
デ
ザ
イ
ン
科�

○
テ
ク
ノ
カ
レ
ッ
ジ
会
津�

　
　
０
２
４
１
―

27
―

３
２
２
１�

　http
://w
w
w
3.kita.ne.jp

�

　
◇
募
集
科
目�

　
　
・
電
気
シ
ス
テ
ム
科�

　
　
・
自
動
車
実
務
科�

　
　
・
環
境
シ
ス
テ
ム
科�

　
　
・
観
光
サ
ー
ビ
ス
科�

○
テ
ク
ノ
カ
レ
ッ
ジ
浜�

　
　
０
２
４
４
―

26
―

１
５
５
５�

　http
://w
w
w
.tc-ham

a.ac.jp
�

　
◇
募
集
科
目�

　
　
・
電
子
制
御
科�

　
　
・
自
動
車
整
備
科�

　
　
・
建
築
技
術
科�

���

農
業
短
期
大
学
校
学
生
募
集�

�

　
福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
農

業
短
期
大
学
校
で
は
、
次
に
よ
り

平
成
20
年
度
の
学
生
を
募
集
し
ま

す
。�

▼
入
学
試
験
受
験
資
格�

　
高
等
学
校
卒
業
者
（
卒
業
見
込

含
む
）
、
そ
の
他�

▼
募
集
科
目�

　
◇
本
科
（
農
産
学
科
・
園
芸
学

　
科
・
畜
産
学
科
）�

　
◇
研
究
科�

▼
出
願
期
間�

《
本
　
科
》�

　
◇
推
薦
入
校
試
験�

　
　
10
月
10
日
〜
19
日�

　
◇
一
般
入
校
試
験�

　
　
・
前
期
　
11
月
12
日
〜
21
日�

　
　
・
後
期
　
１
月
22
日
〜
31
日�

《
研
究
科
》�

　
　
・
前
期
　
１
月
４
日
〜
15
日�

　
　
・
後
期
　
２
月
１
日
〜
15
日�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
農

　
業
短
期
大
学
校
農
学
部�

　
　
０
２
４
８
―

42
―

４
１
１
１�

���

無
料
相
談
所
開
設�

�

　
福
島
地
方
法
務
局
で
は
、
次
に

よ
り
法
務
な
ん
で
も
無
料
相
談
所

を
開
設
い
た
し
ま
す
。�

▼
開
設
日
時�

　
９
月
９
日
（
日
）�

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時�

▼
開
設
場
所�

　
福
島
地
方
法
務
局
白
河
支
局�

　
白
河
市
郭
内
１
―

１
３
６�

▼
相
談
内
容�

　
◇
不
動
産
・
商
業
登
記
の
手

続
き
・
土
地
の
境
界
問
題
・

遺
産
相
続
◇
地
代
・
家
賃
等

の
供
託
◇
戸
籍
・
国
籍
◇
夫
婦
・

家
庭
内
の
問
題
◇
成
年
後
見

◇
公
証
に
関
す
る
こ
と
◇
お

年
寄
り
・
子
ど
も
の
虐
待
◇

い
じ
め
・
体
罰
◇
セ
ク
シ
ャ

ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
◇
障
害
者

の
差
別
問
題
　
な
ど�

▼
相
談
担
当
者�

　
◇
法
務
局
職
員
◇
公
証
人
◇

人
権
擁
護
委
員�

▼
電
話
で
の
相
談
も
お
受
け
し

て
い
ま
す
。�

　
　
０
２
４
―

５
３
４
―

２
０
２

１�　
　
０
２
４
―

５
３
６
―

１
１
５

５�　
　
０
２
４
―

５
３
６
―

１
１
７

４�▼
問
い
合
わ
せ�

　
福
島
地
方
法
務
局
白
河
支
局�

　
　
０
２
４
８
―

22
―

１
２
０
１�

�����

～浦添市少年の船交流から～�
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�

電
話
相
談
会
開
催�

�

　
福
島
県
司
法
書
士
会
で
は
、
高

齢
者
等
の
財
産
と
福
祉
を
め
ぐ
る

電
話
相
談
会
を
次
に
よ
り
開
催
し

ま
す
。
ま
た
、
直
接
面
談
に
よ
り

ご
相
談
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま

す
。�

▼
開
催
日
時�

　
９
月
８
日（
土
）・
９
日（
日
）�

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時�

▼
相
談
電
話�

　
　
０
２
４
―

５
３
５
―

３
７
４
４�

▼
相
談
場
所�

　
福
島
県
司
法
書
士
会
館�

　
福
島
市
新
浜
町
６
―

28�

▼
相
談
内
容�

　
◇
相
続
・
遺
言
・
贈
与
・
登
記

◇
税
金
問
題
◇
施
設
等
の
入
所

問
題
◇
虐
待
・
い
じ
め
等
人
権

問
題
◇
親
子
・
養
子
等
の
身
分

問
題
◇
年
金
・
介
護
保
険
・
福

祉
問
題
◇
訪
問
販
売
・
詐
欺
等

消
費
者
問
題
　
ほ
か�

���

身
近
な
法
的
ト
ラ
ブ
ル
に

　
　
　
　
「
法
テ
ラ
ス
」�

�

　
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
「
法

テ
ラ
ス
」
は
、
法
的
ト
ラ
ブ
ル
を

解
決
す
る
た
め
の
情
報
や
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
全
国
に

50
カ
所
以
上
の
事
務
所
を
置
き
、

平
成
18
年
10
月
よ
り
業
務
を
開
始

し
ま
し
た
。�

　
法
的
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
の

に
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
る
の
か

わ
か
ら
な
い
、
と
い
っ
た
時
に
は
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
気
軽
に

お
電
話
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
資
力

の
乏
し
い
方
の
た
め
の
無
料
法
律

相
談
や
裁
判
費
用
の
立
替
え
も
行

な
っ
て
お
り
ま
す
。�

▼
相
談
例�

　
◇
多
重
債
務
◇
相
続
◇
離
婚
問

題
　
な
ど�

▼
法
テ
ラ
ス
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー�

　
◇
一
般
問
い
合
わ
せ�

　
　
０
５
７
０
―

０
７
８
３
７
４�

　
◇
犯
罪
被
害
者
問
い
合
わ
せ�

　
　
０
５
７
０
―

０
７
９
７
１
４�

▼
福
島
地
方
事
務
所�

　
福
島
市
北
五
老
内
町
７
―

５�

　
　
０
５
０
―

３
３
８
３
―

５
５
４
０�

���

い
の
ち
の
祭
典�

２
０
０
７
ふ
く
し
ま
開
催�

�

　
「
い
の
ち
」
や
「
生
き
る
こ
と
」

と
い
っ
た
人
権
の
大
切
さ
を
啓
発

す
る
た
め
に
、
「
み
ん
な
で
つ
く

る
『
い
の
ち
』
の
祭
典
２
０
０
７

ふ
く
し
ま
」
が
、
次
に
よ
り
東
北

で
は
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
す
。�

　
ま
た
、
こ
れ
に
先
立
っ
て
、
プ

レ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も
開
催
さ
れ

ま
す
。
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。
入
場
は
無
料
で
す
。�

▼
開
催
日
・
場
所�

　
10
月
７
日（
日
）・
８
日（
祝
）�

　
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま�

▼
催
し
　
◇
乙
武
洋
匡
氏
に
よ
る

ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
◇
ふ
る

さ
と
き
ゃ
ら
ば
ん
に
よ
る
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
の
上
演
（
対
象
年
齢
５
歳

以
上
）
◇
ア
ン
パ
ン
マ
ン
シ
ョ
ー

ほ
か�

《
プ
レ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
》�

▼
開
催
日
・
場
所�

　
９
月
23
日（
日
）�

　
須
賀
川
市
文
化
セ
ン
タ
ー�

▼
催
し
　
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
映
画

「
め
ぐ
み
」
の
上
映
　
ほ
か�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
県
庁
人
権
男
女
共
生
グ
ル
ー
プ�

　
　
０
２
４
―

５
２
１
―

７
１
８
８�

���

乾
燥
汚
泥
肥
料
提
供
し
ま
す�

�

　
石
川
地
方
生
活
環
境
施
設
組
合

で
は
、
肥
料
と
し
て
使
っ
て
い
た

だ
け
る
乾
燥
汚
泥
（
肥
料
）
を
無

料
で
提
供
し
て
い
ま
す
。
こ
の
肥

料
は
肥
料
取
締
法
第
７
条
に
基
づ

き
普
通
肥
料
と
し
て
国
に
登
録
さ

れ
て
い
ま
す
。
大
口
利
用
者
に
は

配
送
も
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
石
川
地
方
生
活
環
境
施
設
組
合�

　
　
26
―

２
７
８
４�

���

ご
存
じ
で
す
か
。�

　
　
　
　
検
察
審
査
会�

�

　
も
し
も
、
あ
な
た
の
家
族
が
交

通
事
故
に
あ
っ
て
大
け
が
を
し
た

ら
・
・
。
し
か
も
、
相
手
の
自
動

車
運
転
手
が
一
方
的
に
悪
い
は
ず

な
の
に
、
何
の
刑
事
処
分
も
受
け

て
い
な
か
っ
た
ら
・
・
。�

　
検
察
審
査
会
は
、
刑
事
裁
判
手

続
き
に
国
民
の
一
般
的
な
良
識
を

反
映
さ
せ
て
、
よ
り
よ
い
も
の
に

す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

選
挙
権
を
有
す
る
国
民
の
中
か
ら

無
作
為
に
選
ば
れ
た
11
人
の
検
察

審
査
員
が
、
被
害
者
か
ら
の
申
し

立
て
な
ど
を
も
と
に
、
検
察
官
の

不
起
訴
処
分
の
よ
し
あ
し
に
つ
い

て
審
査
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
審
査

の
申
し
立
て
に
は
費
用
は
一
切
か

か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
秘
密
は
堅
く

守
ら
れ
ま
す
。
検
察
審
査
会
の
窓

口
で
は
、
申
し
立
て
に
つ
い
て
の

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
郡
山
検
察
審
査
会
事
務
局�

　
　
０
２
４
―

９
３
２
―

５
６
５
６�

～少年球技大会から～�
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自
衛
官
募
集�

�

　
つ
ぎ
に
よ
り
自
衛
官
を
募
集
し

ま
す
。�

▼
募
集
職
種�

　
◇
防
衛
大
学
校
生�

　
◇
防
衛
医
科
大
学
校
生�

　
◇
看
護
学
生�

▼
申
込
受
付
期
間�

　
９
月
７
日
〜
28
日�

▼
試
験
日
、
試
験
場
所
な
ど
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部�

　
白
河
地
域
事
務
所�

　
　
０
２
４
８
―

24
―

０
３
７
２�

���

テ
ク
ノ
カ
レ
ッ
ジ
学
生
募
集�

�

　
福
島
県
立
高
等
技
術
専
門
校
（
テ

ク
ノ
カ
レ
ッ
ジ
）
で
は
平
成
20
年

度
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。�

　
高
等
技
術
専
門
校
は
、
職
業
能

力
開
発
促
進
法
に
基
づ
き
、
福
島

県
が
設
置
し
て
い
る
公
共
の
職
業

能
力
開
発
校
で
す
。�

▼
入
学
試
験
受
験
資
格�

　
高
等
学
校
卒
業
者
（
卒
業
見
込

含
む
）
及
び
こ
れ
と
同
等
以
上
の

学
力
を
有
す
る
方�

▼
出
願
期
間�

　
◇
推
薦
入
学
試
験�

　
　
10
月
１
日
〜
10
日�

　
◇
一
般
入
学
試
験�

　
　
10
月
29
日
〜
11
月
12
日�

▼
募
集
校
・
科
目�

○
テ
ク
ノ
カ
レ
ッ
ジ
郡
山�

　
　
０
２
４
―

９
４
４
―

１
６
６
３�

　http
://w
w
w
.tck.ac.jp

�

　
◇
募
集
科
目�

　
　
・
機
械
制
御
シ
ス
テ
ム
科�

　
　
・
電
気
制
御
シ
ス
テ
ム
科�

　
　
・
情
報
制
御
シ
ス
テ
ム
科�

　
　
・
建
築
デ
ザ
イ
ン
科�

○
テ
ク
ノ
カ
レ
ッ
ジ
会
津�

　
　
０
２
４
１
―

27
―

３
２
２
１�

　http
://w
w
w
3.kita.ne.jp

�

　
◇
募
集
科
目�

　
　
・
電
気
シ
ス
テ
ム
科�

　
　
・
自
動
車
実
務
科�

　
　
・
環
境
シ
ス
テ
ム
科�

　
　
・
観
光
サ
ー
ビ
ス
科�

○
テ
ク
ノ
カ
レ
ッ
ジ
浜�

　
　
０
２
４
４
―

26
―

１
５
５
５�

　http
://w
w
w
.tc-ham

a.ac.jp
�

　
◇
募
集
科
目�

　
　
・
電
子
制
御
科�

　
　
・
自
動
車
整
備
科�

　
　
・
建
築
技
術
科�

���

農
業
短
期
大
学
校
学
生
募
集�

�

　
福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
農

業
短
期
大
学
校
で
は
、
次
に
よ
り

平
成
20
年
度
の
学
生
を
募
集
し
ま

す
。�

▼
入
学
試
験
受
験
資
格�

　
高
等
学
校
卒
業
者
（
卒
業
見
込

含
む
）
、
そ
の
他�

▼
募
集
科
目�

　
◇
本
科
（
農
産
学
科
・
園
芸
学

　
科
・
畜
産
学
科
）�

　
◇
研
究
科�

▼
出
願
期
間�

《
本
　
科
》�

　
◇
推
薦
入
校
試
験�

　
　
10
月
10
日
〜
19
日�

　
◇
一
般
入
校
試
験�

　
　
・
前
期
　
11
月
12
日
〜
21
日�

　
　
・
後
期
　
１
月
22
日
〜
31
日�

《
研
究
科
》�

　
　
・
前
期
　
１
月
４
日
〜
15
日�

　
　
・
後
期
　
２
月
１
日
〜
15
日�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
農

　
業
短
期
大
学
校
農
学
部�

　
　
０
２
４
８
―

42
―

４
１
１
１�

���

無
料
相
談
所
開
設�

�

　
福
島
地
方
法
務
局
で
は
、
次
に

よ
り
法
務
な
ん
で
も
無
料
相
談
所

を
開
設
い
た
し
ま
す
。�

▼
開
設
日
時�

　
９
月
９
日
（
日
）�

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時�

▼
開
設
場
所�

　
福
島
地
方
法
務
局
白
河
支
局�

　
白
河
市
郭
内
１
―

１
３
６�

▼
相
談
内
容�

　
◇
不
動
産
・
商
業
登
記
の
手

続
き
・
土
地
の
境
界
問
題
・

遺
産
相
続
◇
地
代
・
家
賃
等

の
供
託
◇
戸
籍
・
国
籍
◇
夫
婦
・

家
庭
内
の
問
題
◇
成
年
後
見

◇
公
証
に
関
す
る
こ
と
◇
お

年
寄
り
・
子
ど
も
の
虐
待
◇

い
じ
め
・
体
罰
◇
セ
ク
シ
ャ

ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
◇
障
害
者

の
差
別
問
題
　
な
ど�

▼
相
談
担
当
者�

　
◇
法
務
局
職
員
◇
公
証
人
◇

人
権
擁
護
委
員�

▼
電
話
で
の
相
談
も
お
受
け
し

て
い
ま
す
。�

　
　
０
２
４
―

５
３
４
―

２
０
２

１�　
　
０
２
４
―

５
３
６
―

１
１
５

５�　
　
０
２
４
―

５
３
６
―

１
１
７

４�▼
問
い
合
わ
せ�

　
福
島
地
方
法
務
局
白
河
支
局�

　
　
０
２
４
８
―

22
―

１
２
０
１�

�����

～浦添市少年の船交流から～�
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�

電
話
相
談
会
開
催�

�

　
福
島
県
司
法
書
士
会
で
は
、
高

齢
者
等
の
財
産
と
福
祉
を
め
ぐ
る

電
話
相
談
会
を
次
に
よ
り
開
催
し

ま
す
。
ま
た
、
直
接
面
談
に
よ
り

ご
相
談
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま

す
。�

▼
開
催
日
時�

　
９
月
８
日（
土
）・
９
日（
日
）�

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時�

▼
相
談
電
話�

　
　
０
２
４
―

５
３
５
―

３
７
４
４�

▼
相
談
場
所�

　
福
島
県
司
法
書
士
会
館�

　
福
島
市
新
浜
町
６
―

28�

▼
相
談
内
容�

　
◇
相
続
・
遺
言
・
贈
与
・
登
記

◇
税
金
問
題
◇
施
設
等
の
入
所

問
題
◇
虐
待
・
い
じ
め
等
人
権

問
題
◇
親
子
・
養
子
等
の
身
分

問
題
◇
年
金
・
介
護
保
険
・
福

祉
問
題
◇
訪
問
販
売
・
詐
欺
等

消
費
者
問
題
　
ほ
か�

���

身
近
な
法
的
ト
ラ
ブ
ル
に

　
　
　
　
「
法
テ
ラ
ス
」�

�

　
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
「
法

テ
ラ
ス
」
は
、
法
的
ト
ラ
ブ
ル
を

解
決
す
る
た
め
の
情
報
や
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
全
国
に

50
カ
所
以
上
の
事
務
所
を
置
き
、

平
成
18
年
10
月
よ
り
業
務
を
開
始

し
ま
し
た
。�

　
法
的
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
の

に
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
る
の
か

わ
か
ら
な
い
、
と
い
っ
た
時
に
は
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
気
軽
に

お
電
話
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
資
力

の
乏
し
い
方
の
た
め
の
無
料
法
律

相
談
や
裁
判
費
用
の
立
替
え
も
行

な
っ
て
お
り
ま
す
。�

▼
相
談
例�

　
◇
多
重
債
務
◇
相
続
◇
離
婚
問

題
　
な
ど�

▼
法
テ
ラ
ス
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー�

　
◇
一
般
問
い
合
わ
せ�

　
　
０
５
７
０
―

０
７
８
３
７
４�

　
◇
犯
罪
被
害
者
問
い
合
わ
せ�

　
　
０
５
７
０
―

０
７
９
７
１
４�

▼
福
島
地
方
事
務
所�

　
福
島
市
北
五
老
内
町
７
―

５�
　
　
０
５
０
―

３
３
８
３
―

５
５
４
０�

���

い
の
ち
の
祭
典�

２
０
０
７
ふ
く
し
ま
開
催�

�

　
「
い
の
ち
」
や
「
生
き
る
こ
と
」

と
い
っ
た
人
権
の
大
切
さ
を
啓
発

す
る
た
め
に
、
「
み
ん
な
で
つ
く

る
『
い
の
ち
』
の
祭
典
２
０
０
７

ふ
く
し
ま
」
が
、
次
に
よ
り
東
北

で
は
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
す
。�

　
ま
た
、
こ
れ
に
先
立
っ
て
、
プ

レ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も
開
催
さ
れ

ま
す
。
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。
入
場
は
無
料
で
す
。�

▼
開
催
日
・
場
所�

　
10
月
７
日（
日
）・
８
日（
祝
）�

　
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま�

▼
催
し
　
◇
乙
武
洋
匡
氏
に
よ
る

ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
◇
ふ
る

さ
と
き
ゃ
ら
ば
ん
に
よ
る
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
の
上
演
（
対
象
年
齢
５
歳

以
上
）
◇
ア
ン
パ
ン
マ
ン
シ
ョ
ー

ほ
か�

《
プ
レ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
》�

▼
開
催
日
・
場
所�

　
９
月
23
日（
日
）�

　
須
賀
川
市
文
化
セ
ン
タ
ー�

▼
催
し
　
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
映
画

「
め
ぐ
み
」
の
上
映
　
ほ
か�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
県
庁
人
権
男
女
共
生
グ
ル
ー
プ�

　
　
０
２
４
―

５
２
１
―

７
１
８
８�

���

乾
燥
汚
泥
肥
料
提
供
し
ま
す�

�

　
石
川
地
方
生
活
環
境
施
設
組
合

で
は
、
肥
料
と
し
て
使
っ
て
い
た

だ
け
る
乾
燥
汚
泥
（
肥
料
）
を
無

料
で
提
供
し
て
い
ま
す
。
こ
の
肥

料
は
肥
料
取
締
法
第
７
条
に
基
づ

き
普
通
肥
料
と
し
て
国
に
登
録
さ

れ
て
い
ま
す
。
大
口
利
用
者
に
は

配
送
も
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
石
川
地
方
生
活
環
境
施
設
組
合�

　
　
26
―

２
７
８
４�

���

ご
存
じ
で
す
か
。�

　
　
　
　
検
察
審
査
会�

�

　
も
し
も
、
あ
な
た
の
家
族
が
交

通
事
故
に
あ
っ
て
大
け
が
を
し
た

ら
・
・
。
し
か
も
、
相
手
の
自
動

車
運
転
手
が
一
方
的
に
悪
い
は
ず

な
の
に
、
何
の
刑
事
処
分
も
受
け

て
い
な
か
っ
た
ら
・
・
。�

　
検
察
審
査
会
は
、
刑
事
裁
判
手

続
き
に
国
民
の
一
般
的
な
良
識
を

反
映
さ
せ
て
、
よ
り
よ
い
も
の
に

す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

選
挙
権
を
有
す
る
国
民
の
中
か
ら

無
作
為
に
選
ば
れ
た
11
人
の
検
察

審
査
員
が
、
被
害
者
か
ら
の
申
し

立
て
な
ど
を
も
と
に
、
検
察
官
の

不
起
訴
処
分
の
よ
し
あ
し
に
つ
い

て
審
査
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
審
査

の
申
し
立
て
に
は
費
用
は
一
切
か

か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
秘
密
は
堅
く

守
ら
れ
ま
す
。
検
察
審
査
会
の
窓

口
で
は
、
申
し
立
て
に
つ
い
て
の

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
郡
山
検
察
審
査
会
事
務
局�

　
　
０
２
４
―

９
３
２
―

５
６
５
６�

～少年球技大会から～�
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�

75
歳
以
上
の
方
の
医
療

制
度
が
変
わ
り
ま
す�

�

▼
平
成
20
年
４
月
よ
り
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
が
ス
タ
ー
ト�

　
老
人
医
療
費
を
中
心
に
国
民
医

療
費
が
増
大
す
る
中
、
現
役
世
代

と
高
齢
者
世
代
の
負
担
を
明
確
化

し
、
公
平
で
分
か
り
や
す
い
制
度

と
す
る
た
め
に
、
75
歳
以
上
の
高

齢
者
を
対
象
に
し
た
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。�

　
こ
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

事
務
と
財
政
運
営
を
、
市
町
村
と

広
域
連
合
が
連
携
し
て
行
い
ま
す
。�

▼
被
保
険
者
に
な
る
方�

　
　
75
歳
以
上
の
方
（
75
歳
の
誕

生
日
か
ら
）�

　
　
65
歳
以
上
74
歳
以
下
の
方
で

一
定
の
障
が
い
を
有
す
る
方

（
広
域
連
合
の
認
定
を
受
け

た
日
か
ら
）�

◇
現
在
は
、
国
民
健
康
保
険
、
健

康
保
険
組
合
な
ど
の
被
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寄付ありがとうございます�
　次の方々から社会福祉活動資金として寄付を
いただきました。厚く御礼申し上げます。�

（村社会福祉協議会）�
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南 須 釜 �
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鈴 木 　 政 義 �
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郡山ヤクルト販売株式会社�

様�

様�

様�

様�

様�

様�

様�

（７月届出分）�
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（前月比）�

1 , 9 9 5  戸 �

7 , 4 7 9  人 �

3 , 7 2 0  人 �

3 , 7 5 9  人 �

（＋ 2 戸 ）�

（－1 3 人 ）�

（－ 9 人 ）�

（－ 4 人 ）�

世帯数�

人　口�
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　女�

　頑張る地方応援プログラムとは、やる気のあ
る地方が「魅力ある地方」に生まれ変わるよう、
地方独自のプロジェクトを自ら考え、前向きに
取り組む地方公共団体に対し、地方交付税等の
支援措置が講じられる制度で、今年の４月から
スタートしました。�
�
�
�
　本村では頑張る地方応援プログラムの制度を
活用し、３つのプロジェクトを策定しました。�
�
�
�
　目的・概要�
　人づくりは、元気な村づくりの基幹となるも
のであり、未来を築く最も大切な原動力となる
ものである。この原動力を生み出すため、本村
では心と身体の両面から様々な人づくり事業を
積極的に展開し、住民との協働により、未来へ
つながる村づくりを推進していく。�
�
�
�
　目的・概要�
　本村では、さるなしや空芯菜等の特産物の産
地化、ブランド化を推進しており、これらの特
産物の一大産地化を目指していくとともに、新
規産品の発掘についても取り組んでいく。更に、
特産品の生産だけではなく、加工・流通・販売
にも力を入れて推進していく。�
�
�
�
　目的・概要�
　平成17年３月に策定した玉川村次世代育成支
援行動計画「元気なたまかわ子育て支援プラン」
を踏まえ、本プロジェクトにより、働きながら
安心して子育てできる環境づくり、子育て支援
や子育て相談等の充実を図り、地域全体で元気
に子育てをできる環境づくりへの取り組みを推
進していく。�
�
　具体的な内容については、村のホームページ
をご覧ください。�

～村長杯ゲートボール大会から～�

■玉川村の取り組み�

１．未来へつながる「元気な人づくり」�
　　プロジェクト�

2．未来へつながる「元気な特産品づくり」
　　プロジェクト�

3．未来へつながる「元気な子育て応援」�
　　プロジェクト�
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のであり、未来を築く最も大切な原動力となる
ものである。この原動力を生み出すため、本村
では心と身体の両面から様々な人づくり事業を
積極的に展開し、住民との協働により、未来へ
つながる村づくりを推進していく。�
�
�
�
　目的・概要�
　本村では、さるなしや空芯菜等の特産物の産
地化、ブランド化を推進しており、これらの特
産物の一大産地化を目指していくとともに、新
規産品の発掘についても取り組んでいく。更に、
特産品の生産だけではなく、加工・流通・販売
にも力を入れて推進していく。�
�
�
�
　目的・概要�
　平成17年３月に策定した玉川村次世代育成支
援行動計画「元気なたまかわ子育て支援プラン」
を踏まえ、本プロジェクトにより、働きながら
安心して子育てできる環境づくり、子育て支援
や子育て相談等の充実を図り、地域全体で元気
に子育てをできる環境づくりへの取り組みを推
進していく。�
�
　具体的な内容については、村のホームページ
をご覧ください。�

～村長杯ゲートボール大会から～�

■玉川村の取り組み�

１．未来へつながる「元気な人づくり」�
　　プロジェクト�

2．未来へつながる「元気な特産品づくり」
　　プロジェクト�

3．未来へつながる「元気な子育て応援」�
　　プロジェクト�



広報紙に掲載された写真が欲しい方は�
　　総務課広報広聴係（57－4621）まで�

この広報紙は適切に育まれた森から生まれたFSC認証紙を使っています。
FSC認証紙は、適切に管理された森林の木材を原料としており、バランスの取れた

「植林→育成→伐採→植林」のサイクルを通じて森林保全を行っています。
森林保全を支援することによって地球温暖化の原因であるCO2削減にも役立ちます。

�

�

ミニバスケットボール優勝  南須釜チーム� ソフトボール優勝  川辺チーム�

12


	0708_p1
	0708_p2
	0708_p3
	0708_p4
	0708_p5
	0708_p6
	0708_p7
	0708_p8
	0708_p9
	0708_p10
	0708_p11
	0708_p12

